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豊作だよ！大っきいよ！おいしいよ！

心
を
ま
と
め
る
鉛
筆
と
が
ら
す放
哉

だ
ん
だ
ん
日
が
短
く
な
っ
て
、

虫
が
鵈
き
出
し
か
。
一
番
な
じ
み

か
お
る
の
は
、
コ
オ
ロ
ギ
だ
ろ
う

か
。
鳴
く
虫
と
言
え
ば
、
マ
ツ
ム

シ
、
キ
リ
ギ
リ
ス
、
ウ
マ
オ
イ
、

ク
ツ
ワ
ム
シ
、
そ
し
て
ス
ズ
ム
シ

や
カ
ン
タ
ン
な
ど
の
名
を
知
っ
て

い
る
。
で
も
、
姿
を
見
せ
ら
れ
名

前
を
当
て
ろ
と
言
わ
れ
た
ら
、
い

く
つ
正
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

最
近
、
村
で
ス
ズ
ム
シ
を
飼
う

人
が
増
え
て
き
た
。
昔
は
、
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
虫
の
声

を
聞
き
た
い
と
い
う
の
は
、
心
の

余
裕
の
現
れ
だ
ろ
う
か
。

虫
た
ち
は
鳴
い
て
い
る
の
で
は

な
く
、
羽
を
す
り
あ
わ
せ
て
音
を

出
し
て
い
る
。
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
は
意
味
が
あ
っ
て
、
相
手
を

驚
か
し
た
り
、
雌
を
呼
ん
だ
り
、

求
愛
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。

羽
を
す
り
減
ら
し
て
も
呼
び
か

け
る
虫
に
見
習
っ
て
、
村
も
何
か

を
ど
こ
か
へ
呼
び
か
け
よ
う
か
。
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オ　ー　プ　ン

－(よもぎ温泉)

広報よもぎた

ゆ湯

っ

た

り

湯
か
い
に

村
民
待
望
の
温
泉
施
設
（
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

）
が
今
月
二

十
四
日

オ
ー

プ
ン
し

ま
す
。

施
設
は
近
代
的
な
造
り
と
な

っ
て
お
り
、
老
人
交
流
施
設
、

広

い
ロ
ビ
ー
、
設
備
等
も
完
備

し
多
目
的
に
活
用

が
図
ら
れ
皆

様
に
き
っ
と

ご
満
足
い
た
だ
け

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
全
世

帯
（
各
一
枚
）
に
無
料
入
浴
券

を
配

布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
よ
も
ぎ
温
泉
）
で
心
も

体
ｔも
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

ょ

温
泉
の
泉
質

分
析
結
果
に
よ
る
と
ナ
ト
リ

ュ
ウ
ム
塩
化
物
強
塩
泉
で
あ
り

塩
素
イ
オ
ン
の
含
有
率
が
県
内

他
温
泉
に
較
べ
て
も
抜
群
の
強

ふれあいセンターから●2



10　月　24　日

ふれあいセンタ

広報よもぎた

度
で
あ
り
、
こ
れ
は
身
体
の
芯

か
ら
あ
た
た
ま
り
神
経
痛
、
筋

肉
痛
、
肩
こ
り
等
に
効
く
と
あ

り
ま
す
。
ま
た
ナ
ト
リ
ウ

ム
イ

オ
ン
、
カ
ル

シ
ウ

ム
イ

オ
ン
第

一
鉄
ク
オ
ン
は
高
濃
度
を
示
し

て

お
り
健
康
入
浴
効
果
は
高
性

能
な
良
泉
質
と
い
え
る
。

長
期
通
所
温
泉
療
養
も
可
能
で

あ
り
ま
す
。

▼
営
業
時
間

▼

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

▼
休
館
日

毎
週

火
曜
日

（
祝
日
の
場
合
翌
日

）

▼
入
浴
料

大
人
　

三
〇
〇
円

中
人
　

一
四
〇
円

小

人
　
　

六
〇
円

▼
休
憩
料

大
人
　

三
〇
〇
円

中
人
　

一
四
〇
円

小

人
　

無
　

料

※
回
数
券
は
十
一
枚
に
て
十
回

分
の
料
金

※
団
体
三

十
名
以
上
は
休
憩
料

一
割
引

3●ふれあいセンターから



友 好 深 め た

働
く
若
者
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
と

文
化
の
祭
服
气

第
四
ト

ー
川
県
行

年
人
会
が
儿
冂
汗
囗
か
ら
六
日
、

本
村
を
主
会
場
に
問
催
さ
札
止
し

た
。
県
内
ニ
ト
じ
市
町
村
か
ら
約

じ
町
人
の
行
年
が
参
加
、
開
会
式

は
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
人
会
長
の
長
谷
址

降
一
県
辿
行
行
年
川
川
長
が
あ
い

さ
つ
、
北
付
知
膕
（
県
生
活
福
祉

部
次
長

代
読

）
、
県

教
行
長

、
関

眄
止
代

議
十
、
神

山
久
志
県
議

会

読
凵（
が
祝
辞
、
八
戸
良

次
郎
村
長

が
「
蓬

川
の
人
情

に
よ
札
な

が
ら

友
帖

の
輪
を
ひ
ろ

げ
る
と
と
も

に

交
流

を
深

め
て
く

だ
さ

い
」

と
陂

迎

の
ゝ
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し

た

。

そ

の
後
、
地
元
に
冂
年
川
‥員
福
井

明
彦

さ
ん
が
「
日
頃
鍛

え
た
こ

と

休
を

ぶ
つ
け

仆

い
、
止
々
堂

々
戟

、つ
J
　
Jと

を

付

い
ま

す

」

と

宣

付

し

ま

し

た

。

午

後

か

ら

は
吝

会

場

で

熱

戦

が

譟

り

な

げ

ら

札

、
夜

に

は

、

「
交

歓

の
集

い
」

が
当

セ

ン

タ

ー

で

問

か

札

、

全
田

大

会

の
代

表

を

決

め

る

カ
ラ

オ

ケ

犬

会

や

ビ

ン

ブ

ゲ

ー

ム
で

友

好

を

深

め
ま

し

た

。

六

日

の

殼

終

日

、

午

後

三

時

か

ら

閉

会

式

が
行

わ

れ

総

今

優

勝

、

東

北

町

、
貼

優

勝

、
平

八

町

、
三

位

、

中

限

町

と

入

間

林

村

加

号

且

ぞ

札

盂

○

を

そ

け

ま

し

た
。

そ

の

後

、

福

井

幸

正

東

部

行

年

川

協

議

介

長

か

ら

、
来

年

度

開

催

址

の

上

レ

三

ブ

ロ

ッ

ク

に

大

会

愀

が

引

き

継

が

札

友

情

を

深

め

合

っ

た

大

会

の
容

を

閉

じ

ま
し

た

。

県青年大会・バイアスロン大会●4

がんばる、地元青年スタッフ

感無量福井幸正会長

裏方さんあっての大会です。

交流会にて、みんな元気

ドライフラワーのプレゼント

県青年大会



東青で初めてエネルギツシユに開催

バイアスロンインよもぎた

広報よもぎた

よ
弔
一
回

バ
イ
ア

ス

ロ
ン
イ

ン
よ

も
ぎ
た

″
が
九
月

十
三
日
（
囗

）
、

開

催
さ

れ
ま
し

た
。

大
会

に
は
県
内
は
じ

め
全
国

か

ら
百
三

十
人

が
、

フ
フ
ソ

ン
十
キ

ロ
、
自
転
車
三

十
キ

ロ
の
過
酷
な

レ
ー

ス
に
挑

み
ま
し

た
。

大
会
当
日

は
好
天

に
恵

ま

れ
、

午
前
十
時
に
開
会
式
、
続
い
て
競

技
の
説
明
、
十
一
時
に
マ
ラ
ソ
ン

が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

沿
道
に
は
、
初
め
て
の
競
技
と

あ
っ
て
大
勢
の
人
が
詰
め
掛
け
選

手
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
レ
ー

ス
も
中
盤
過
ぎ
か
ら
は
、
先
頭
と

後
方
と
に
大
き
く
盖
が
ひ
ら
き
始

め
ま
し
た
。
ま
た
足
を
引
き
ず
り

な
が
ら
走
る
選
手
や
水
分
補
給
を

怠
り
脱
水
状
態
に
な
っ
た
選
手
も

あ
り
ま
し
た
が
、
午
後
二
時
に
は

参
加
選
手
全
員
が
無
事
完
走
し
ま

し
た
。
入
賞
し
た
選
手
は
次
の
と
お
り

で
す
。

Ｖ

男
子
総
合
　
　
　
　
　
　

／

一
位
　

新
号
　

和

政
（
秋
田
市

）

一
時
間
十
六

分
三

十
七
秒

二

位
　

小
林
　

幸
人
（
東

京
都

）

一

時
間
二

十
二

分
五
十
二

秒

三

位
　

久
保
田
高

照
（
東
北

町

）

一
時
間
二

十
五

分
五
十
七

秒

▼

女
子
総
合

一
位
　

工
藤
　

裕
子
（
三

沢
市

）

一
時
間
五
十

一
分
三

秒

二

位
　

佐

々
木

寿
子
（
百
石
町

）

一
時
間
五
十

一
分
十
秒

三

位
　

三

浦
　

旬
子
（

青
森
市

）

一
時
間
五
十
四

分
三

十

一
秒

▼
四

十
五
才
以

上

一
位
　

東
　
　

武
夫
（
黒
石

市

）

一
時
間
三
十

九
分
四

十
三

秒

二

位
　

山
内
　

俊
雄
（
階
上
町

）

一
時
間
三
十

九
分
五

十

六
秒

三

位
　

村
元
　

正

信
（
青
森
市

）

一

時
間
四
十
四

分
十
七
秒

親子で参加、一緒にゴール さわやかマイペース

女子総合１位工藤裕子 男子総合１位新号和政

5　●県青年大会・バイアスロン大会

無
事
終
了

スタッフの打ち合わせ



広報よもぎた

治

水

安

楽

板
木
沢
川
改
修
工
事
記
念
碑

九
月
四

日（

金

）板
木

沢

川
災
害

復

旧

関

連

事

業

の

完

成

を

記

念
し

同

河

川

敷

の
下

流

域

に

建

立

さ

れ

た

記

念

碑

の

除

幕

式

が
、関

係
者
四

十

五

名

が
出

席

し

て

行

わ
れ
ま

し

た
。

式

で

は

ま

ず

、

八

戸

良

次

郎

村

長

が

「

同

地

区

は

豪
ｍ

に

よ

る

氾

濫

が

度

々
あ

り

、

改

修

は

地

域

住

民

の

悲

願

で

あ

り

ま
し

た

。

本

事

業

は

平

成

元

年

の

大
ｍ

災

害

を
機

に
平

成

二

年

度

か

ら

着

工

さ

れ

、

地

権

者

及

び
関

係

各
位

の

ご
支
援

、

ご
協

力

の

も

と
三

月

に

完

成

す

る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
推
進
に
あ

た
っ
て
ご
指
導
、
ご
援
助
を
い
た

だ
い
た
建
設
省
並
び
に
県
ご
当
局

に
対
し
感
謝
の
意
を
表
す
る
」
と

式
辞
が
あ
っ
て
、
神
官
に
よ
る
神

事
が
行
わ
れ
、
八
戸
村
長
、
水
木

県
河
川
課
長
、
神
山
県
議
会
議
員

ら
の
手
に
よ
っ
て
「
治
水
安
楽
」

と
揮
毫
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
関
係
者
が
玉
串
を
奉

典
、
青
森
県
知
事
代
理
の
水
木
靖

彦
河
川
課
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を

述

べ
て

式

典

を

閉

じ

ま

し

た

。

板

本

沢

川

は

瀬

辺

地

地
区

の

牧

場

線

と

平

行

し

て

い
る

川

、

工

事

は
延
長

一

、

二

二

〇

几

総

事

業

費

四

億

一

千

九

百

万

円

を

投

入

、

完

工

し

ま

し

た

。

鯉
の
つ
か
み
取
り

来
・
恋
・
鯉
　
長
科
３
Ｋ
ま
つ
り

九

月

二

十

日

（

日

）

長

科

部

落

堤

に

お

い

て

、

長

科

農

事

振

興

組

コ
イ
　
　コ
イ
　
　コ
イ

合

主

催

に

よ

る

、

恋

・

来

・

鯉

の

長

科

３

Ｋ

ま

つ

り

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

会

場

に

は

約

二

百

人

ほ

ど

が

訪

れ

心

配

さ

れ

た

雨

も

止

み

、

午

前

十

時

か

ら

開

会

式

が

行

わ

れ

、

坂

本

祐

一

部

落

長

が

「

長

科

へ
来

い
、

長

科

の

近

隣

愛

を

犬

切

に
し

よ

う

、

こ

の

催

を

恒

例

に

し

た

い

」

と

あ

い
さ

つ

が

あ

り

つ

か

み

取

り

が

ス

タ

１

卜

し

ま

し

た

。

参

加

料

は

二

千

円

、

た

だ

し

長

科

部

落

在

住

か

出

身

者

は

無

料

、

最

初

に

小

学

生

以

下

と

六

十

才

以

上

の

人

が
鯉

つ

か

み

に

挑

戦

、

小

学

生

は

お

っ

か

な

、

び
っ

く

り

で

な

か
な

か
つ

か
め
ず

時
間

切

れ
、
再

度

挑

戦

さ

せ

た

と

こ

ろ

ど
う

に

か

つ

か
ま
え

歓
声

を
上

げ
て

い
ま
し

た
。

成

人

は

さ
す

が
に

手

慣

れ

た

も

の

で

、
大

物

を

つ

か

み

上

げ

ま
し

た

。

午

後

か

ら

は

堤

そ

ば

に

組

み

立

て

た
テ

ン

ト

で

懇

親

会

が
行

れ

、

部

落

で

準

備

し

た
豚
汁

と

飲
み
物

、

母

親

ク

ラ

ブ

が
販

売
す

る

お
で

ん
、

フ
ラ

ン

ク

フ

ル
ト

等

で

親

睦

を

深

め

ま
し

た

。

結

果

は

次

の

と

お

り

一

位
　

工

藤

忠

良
　

六

三

ｍ

二

位
　

大

宮

裕

之
　

六

〇

ｍ

三

位
　

藤

本

幸

春
　

五

九

ｍ

交
通
安
全
の
旗
設
置

蓬
田
幼
稚
園

蓬
田

幼
稚
園
（
奈
良
良
成

園
長

）

で
は

、
園
出
入
り

囗
の
国

道
沿

い

に
交
通

安
全

の
旗
を
設
置
し
ま
し

た
。安
全
教
育

の
一
環
と
し
て

、
園

児

が
常
に
交
通

マ
ナ
ー
を
守

り
、

交

通
安
全

に
気

を
つ
け

さ
せ
る

た

め
の
常
時
活

動
と
し
て
行

っ
た
も

の
で
す
。

ビ
ニ
ー
ル

パ
イ

プ
を
地
面
に
埋

め
込
み

、

パ
イ

プ
に
旗
を
差
し

怙

む

だ
け

で
簡
単
に
取

り
付
け

が
で

き

る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

板木沢川改修工事記念碑●　6



村
消
防
団
第
五
分
団
（
郷
沢
）

み
ご
と
入
賞
は
た
す

県
ポ
ン
プ
操
法
大
会

青
森
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
九
月
四
日
に
県
消
防
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
八
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た

最
強
の
チ
ー
ム
で
優
勝
を
争
い
ま

し
た
。
束
青
地
区
を
代
表
し
て
参

加
し
た
第
五
分
団
は
大
健
闘
し
第

四
位
に
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

福
井
光
幸
分
団
長
以
下
二
ヶ
月

以
上
に
も
お
よ
ぶ
練
習
を
積
ん
で

来

ま
し

た
。

選
手
は
五
人

で
す

が
全
団
員

が

ほ
と
ん

ど
毎
日

の
よ
う
に
練
習

に

参

加
し

、
消
防

ポ
ン

プ
自
動
車

の

点

検
、

ホ
ー

ス
巻
き
の
手
伝

い
な

ど
選
手

が
練
習
し

や
す

い
よ
う

に

準

備
し

て
き
ま
し

た
。

四
位
入
賞
を
は
た
し
た
第
五
分
団

に
対
し

て
心

か
ら
拍
手

を
送
り

た

い
と
思

い
ま
す
。

健
闘
し

た
選
手

を
紹
介
し
ま
す
。

指

揮
者
　

福
田
　

幸

生

一
番

員
　

高
田
　

昭

治

二
番

員
　

福
田
　

輝
昭

三
番

員
　

福
井
　

保
人

四
番

員
　

小
野
　
　

孝

袖
　

欠
　

大

宮
　

明
夫

第
十
回
陸
奥
湾

」
周

駅
伝
競
走
大
会
に
よ
せ
て

村
体
育
協
会
副
会
長

加
藤
　
継
悦
（
郷
沢
）

第
十
回
陸
奥
湾
一
周
駅
伝
競
走

大
会
が
九
月
二
十
七
日
（
日
）
時

々
小
雨
の
中
開
催
さ
れ
選
手
の
皆

様
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

「
健
脚

で
つ
な
け

郷
土
の
和

と

心

」
を
大
会

ス

ロ
ー

ガ
ン
に
走
者

一
同

む

つ
総
合
運
動
公

園
を
ス

タ

ー
ト

。
県
内

六
十
七
市
町

村
の
代

表
選
手

が
意

気
堂

々
一
本

の
た
す

き
の
も

と

Ｉ
〇
ハ

キ

ロ
健

脚
で
望

み
ま
し

た
。

私
は
第
五

回
大
会

か
ら
本

大
会

ま
で
手
伝

い
す

る
事

が
出
来

非
常

に
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

た
だ
去
年

の
台
風
に
よ

り
第
九
回
大

会

が
中

止
す

る

と
い
う

事
も
あ
り

ま
し

た

が
選
手
達

は
す

べ
て
を
吹

き
飛

ば

す

か
の
よ
う

に
大
会
に
望

み
ま
し

た
。

陸
上

競
技
は
嫌

い
で
し

ょ
う

が
な

い
私

に
は
縁
の
な

い
役
目
だ

と
思

い
ま
し

た
が
参
加
し

て

い
る

う
ち
仲

々
面

白

い
競
技
と
興
味

を

持

ち
、
反
面

苦
し

く
辛

い
自
分
と

の
闘

い
の

激
し

い
ス

ポ
ー

ツ
と
思

い
ま
し

た
。

時

々
雨
を
気

に
か
け
な

が
ら
も

選
手
を
県
の
輸
送
バ
ス
ヘ
の
案
内
、

健
康
状
態
等

、
任
命

さ
れ
た
す

べ

て
を
は

た
し

選
手
達
の
奮
闘

を

祈

り
ま
し

た
。

一
般

の
方
は
仕
事

に

頑

張
り
中

学
生
は
勉

学
に
、
な

か

で
も
高
校
受

験
に
望

む
中

学
三

年

生
か
八
人

も
参
加
し
て

く
れ
ま
し

た
。

村
当
局

は
じ

め
村

議
、
蓬
田

中

学
校
の
先

生
方
の
御
協

力
誠
に

有

り
難
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。
そ
し

て

私
達
に

は
辛

い
な

ご

二
言
も
愚

痴
に
出
さ
ず

、
目
的
地

ま
で
走
ろ

う
走
う
つ
と
す
る
選
手
達
の
努
力
、

駅
伝
の
素
晴

ら
し

さ

を
心

身
共
に

感

じ

ま
し

た
。

ク
ー

ベ

ル

タ

ン

は

『
人
生

に
お

い
て
重
要

な
事
は

成

功
す
る
こ

と
で
な
く

努
力
す
る

こ
と
で
あ

る
』
と
の
記

憶

が
あ

る
。

最
後
に
自
分

の
時
間

を
練
習
一

徹
に
励
み
陸
奥

湾
沿

い
を
完

走
し

て

く
れ
た
選
手

の
皆
さ
ん

。
あ
り

が
と
う

″

7　●川柳北緯41°/県消防操法大会から

・
仕
事
場
で
　
　
　

名
人
技
の
　
　
　

腕
の
音
　
　
　
い
つ
子

・

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
　
腕
を
か
ら
め
て
　
愛
に
酔
う
　
　
ち
ゑ
子

・
足
く
せ
も
　
　
　
乂
に
そ
っ
く
り
　
腕
枕
　
　
　
　

勝
　
美

・
下
の
子
が
　
　
　
上
の
子
泣
か
す
　
腕
力
　
　
　
　

絹
　
枝

・
腕
力
と
　
　
　
　

技
で
勝
負
の
　
　
蕣
の
海
　
　
　
池
　
田

・
痛
む
腕
　
　
　
　

さ
す
る
片
手
に
　
ワ
ン
カ
ッ
プ
　
久
　
子

・
こ
の
腕
に
　
　
　
黒
髪
か
ら
め
　
　
老
の
ば
し
　
　
勇
　
三

・
悪
献
金
　
　
　
　

政
治
手
腕
を
　
　
先
回
り
　
　
　
尚
　
政

実
り
の
秋
、
今
年
は
お
米
が
沢

山
取
れ
そ
う
、
農
家
の
笑
顔
は
村

を
明
る
く
す
る
。



広報よもぎた

役場からのお知らせ

役 場 は

10 月17 日 から

す べ て の 土 曜 日 ヵヽ

休 み となります。

ただし、 次の機関は

今までどおりです。

●保育所　●幼稚園
●中央公民館

行
政
へ
の
苦
情
・
要
望
は
お
気
軽
に
！

総

務
庁
で
は

、
行
政
に
関
す

る

苦
情

や
意
見
・
要

望
等
を
受
付
け

て

、
そ
の
解
決
や

実
現
を
図

る
こ

と
を
目

的
と
し

た
行

政
相
談
制
度

に
つ

い
て
皆

さ
ん

の
理
解
と
認

識

を
深

め
る
た
め

、
十
月

十
一
日

か

ら
十
月

十
七
日
ま
で

を
「
行
政
相

談
週
間
」

と
定

め
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
行

い
ま
す
。

こ

れ
に
合
わ
せ
て

「
特
設
相
談

所
」
を

開
設
し
ま
す

の
で
、
役
所

の
仕
事

に
関
し

て
納
得

が

い
か
な

い
、
困

っ
て

い
る
こ

と
が
あ
り
ま

し

た
ら

「
無

料
」
で
「

迅
速
」
に
、

し
か
も
「
秘
密
」
を
守
り
親
身
に

応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

《
行
政
相
談
員
》

張
　
間
　
キ
　
∃

ａ
二
七
上

一
四

二
二

《
日
時
・
場
所
》

十
月
十
五
日
　
十
時
～
十
五
時

中
央
公
民
館
　
相
談
室

※
合
同
行
政
相
談
所
開
設

日
時
…
平
成
四
年
十
月
十
三
日

十
時
～
十
五
時

場
所
・：
ア
ス
パ
ム

ー
階

年
金
手
帳
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う

年
金
手
帳
は
、
初
め
て
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た

と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

記
号
番
号
は
年
金
へ
の
加
入
の
記

録
な
ど
を
管
理
す
る
も
の
で
、
一

生
を
通
じ
て
変
わ
り
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
は
一
人
一
冊
で
す
。

転
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制

度
が
変
か
っ
た
と
き
は
、
持
っ
て

い
る
年
金
手
帳
を
市
町
村
役
場
や

会
社
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
届
出
が

必
要
で
す
か
ら
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

・
年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
持
つ

て
い
る
と
き

Ｉ
「
記
号
番
号
重
複
取
消
届
」

に
持
っ
て
い
る
手
帳
を
全
部
添

え
て
提
出
し
、
記
号
番
号
を
一

本
に
し
て
も
ら
い
ま
す
。

特
に
配
偶
者
が
第
三
号
被
保

険
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
配

偶
者
の
被
保
険
者
記
録
に
も
影

響
し
ま
す
か
ら
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き

Ｉ
「
再
交
付
申
請
書
」
を
提
出

し
て
再
交
付
を
受
け
ま
す
。

・
氏
名
が
変
か
っ
た
と
き

－

「
氏
名
変
更
届
」
に
手
帳
を

添
え
て
提
出
し
、
氏
名
を
変
更

し
て
も
ら
い
ま
す
。

年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま

各課からお知らせ●　8

10月は県・村民税3期分

国民健康保険税4期分の納期限です

交通事故防止を話し合いましょう

▼▼交通安全は家庭から▼▼

青森県交通安全

フェスティバル
とき：平成４年11月８日(日)

10 : 30～15 : 30

とこら： 青 森 市 文 化 会 館〈入場無料〉

〈大ホール〉●式典●演奏会●弁論発表

●特別講演(午後２時20分～)

落 語家
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明日に向つて
健やかに！

▼赤ちゃんをもつ

パパとママヘ…

子育ての知恵を

学びましょう ／

(育児教室から)

暑

い
夏

も
過

ぎ
、
過

ご
し

や
す

い
季
節

と
な
り
ま
し

た
。

子
育
て

ま
っ
最
中

の
皆

さ
ん

、
お
元

気
で

し

ょ
う

か
。

ひ
ま
し

に
大

き
く
な

る
わ

が
子

の
成
長
を
喜

び
毎
日
頑

張
っ
て

い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、

こ
こ
で

、
今
以

上
に

か
し

こ
い

パ

パ
と

マ
マ
に
な
る
た

め
の
知
恵
を

学

び
ふょ
し
ょ
ヽ
つ
。

村
で
は
２

ヶ
月

に
一
回

、
育
児

教
室
の
中
で
子

育
て
に

つ
い
て
の

講
義
を

と
り
入

れ
て

い
ま
す

が
、

参

加
で
き
な

か
っ
た
人

た
ち

の
た

め
に
こ
の

ペ
ー

ジ
を
か
り

て
述

べ

て

み
た

い
と
思

い
ま
す
。

子

供

を

育

て

る

上

で

の

父

母

の

役

割

に

つ

い

て

父

親
の
育
児
参

加

（

の
大
切
さ
　
　
　

）

【

ポ

イ

ン

ト

①

】

子

育
て
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

親

と
子

供
の
生
き
生

き
と
し

た
心

Ｉ
　●
　●
　●
　一
　・

と
心

の
交
わ
り
で
す
。

そ
の

た
め

に
必
要

な
の
は
、
遊

び
に
つ

い
て

の
直
感

と
、
子
供

と
遊

び
を
共
有

す
る
こ

と

が
楽
し

い
と
思

う
両
親

の
自
然

な
気
持
ち
で
す
。

昔
の
赤

ち
ゃ
ん

は
、
概
ね
大
勢

の
家
族
に

囲

ま

れ
て

、
生
ま

れ
て
間

も
な
く

か
ら
親
や
周
囲

の
大
人

と
の
触

れ

合

い
の
中
で

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン
の
楽
し

さ
を
覚
え
、

お
し

ゃ

べ

り

の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を

ご
く
自
然

に

し

て

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

表

情

が

乏

し

く

反

応

の

少

い

子

供

の

（

何

と

な

く

気

に

な

る

子

）

親

は

、

ど

こ

か

子

供

を

生

き

生

き

と

楽

し

ま

せ

る

こ

と

が

苦

手

で

、

子

供

に

元

気

よ

く

話

し

か

け

た

り

、

肌

と

肌

を

触

れ

合

わ

せ

る

遊

び

が

で

き

な

か

っ

た

場

合

が

多

い

よ

う

で

す

。

義

務

的

な

言

葉

が

け

で

は

な

く

、

子

供

に

話

し

か

け

る

の

は

楽

し

い

と

い

う

気

持

ち

に

な

っ

て

話

し

か

け

て

あ

げ

て

下

さ

い

。

【

ポ

イ

ン

ト

②

】

一
　

●
　

φ
　
ｅ
　

一
　

一
　

・

子

供

は

、

母

親

を

安

全

基

地

と

し

て

少

し

ず

つ

行

動

範

囲

を

広

げ

て

い

き

ま

す

。

学

童

期

以

後

、

母

親

が

い

な

く

て

も

平

気

で

い

ら

れ

る

の

は

、

母

親

に

対

す

る

安

心

感

と

自

立

の

能

力

を

も

っ

て

い

る

か

ら

で

す

。

そ

の

為

に

は

、

小

さ

い

頃

か

ら

の

親

子

の

信

頼

関

係

が

何

よ

り

も

大

切

で

す

。

【

ポ

イ

ン

ト

③

】

・
　

●
　
一
　

一
　

・
　

・
　
・
　

一
　
一
　

・
　

●
　
・

子

供

を

苗

木

に

た

と

え

る

な

ら

、

・
　

●
　
・
　

●
　
・
　

一
　

●
　
・

親

や

家

族

は

畑

で

す

。

子

供

が

か

わ

い

い

と

思

う

気

持

ち

や

愛

情

た

っ

ぷ

り

の

肥

料

を

た

く

さ

ん

や

る

こ

と

で

子

供

は

す

く

す

く

と

育

っ

て

い

き

ま

す

。

【

ポ

イ

ン

ト

④

】

Ｏ

～

１

才

は

、

母

親

と

の

接

触

・
　

一
　

・
　

一
　

●
　
・
　

一
　

・
　

●

を

通

し

て

人

間

ら

し

さ

の

基

礎

を

・
　一
　一
　・
　・

つ

く

る

時

期

で
す

。

生

活

の

殆

ん

ど

を

親

と

の

密

接

な

か

か

お

り

あ

い

で

費

や

さ

れ

る

こ

の

時

期

に

、

質

の

い

い

親

だ

と

感

じ

さ

せ

る

こ

レ
に』
が

夕
ち
っ

と

も

大

切

で

す

。

「

母

親

は

い

い

も

ん

だ

」

と

子

供

が

感

じ

る

こ

と

は

、

子

供

の

成

長

の

原

点

に

な

る

の

で

「

い

い

母

親

」

と

感

じ

ら

れ

る

親

に

な

る

為

の

コ

ツ

を

ぜ

ひ

覚

え

て

下

さ

い

。

原

則

は

実

に

簡

単

。

赤

ち

ゃ

ん

が

い

き

い

き

楽

し

い

気

持

ち

に

な

る

よ

う

な

扱

い

を

す

れ

ば

い

い

の

で

す

。

精

一

杯

子

供

を

楽

し

い

気

持

ち

に

さ

せ

て

あ

げ

ま

し

ょ

う

【

ポ

イ

ン

ト

⑤

】
一
　
一
　
・
　
●
　
●
　
●

Ｉ

～

３

才

は

、

人

間

形

成

の

基

一
　
・
　
一
　
・
　
●
　
●
　・
　
●
　・
　
・

礎

が

で

き

る

大

切

な

時

期

で

す

。

性

格

・

知

能

の

基

礎

だ

け

で

は

な

く

、

喘

息

・

夜

尿

症

・
自

家

中

毒
・

成

人

病

の

体

質

も

、

こ

の

時

期

に

つ

く

ら

れ

る

こ

と

が

最

近

わ

か

っ

て

き

て

い

ま

す

。
こ

の

頃

ま

で

に

、

優

し

い

家

族

・

懐

か

し

い

我

が

家

と

い
う

記

憶

を

子

供

の

脳

の

奥

深

く

に

し

っ

か

り

と

焼

き

つ

け

る

こ

と

も

大

切

で

す

。

子

供

は

、

Ｉ

～

３

才

で

密

接

な

親

子

関

係

を

確

立

し

、

少

し

ず

つ

社

会

に

対

す

る

適

応

力

や

人

間

と

し

て

の

た

く

ま

し

さ

を

養

っ

て

い

く

の

で

す

。

【

ポ

イ

ン

ト

⑥

】

子

供

は

両

親

か

ら

生

ま

れ

育

て

ら

れ

て

大

き

く

な

っ

て

い

き

ま

す

。

母

親

ま

か

せ

の

育

児

で

は

な

く

、

一
　

●
　

●
　
・
　

・
　

・
　

・
　

●
　

●
　
・
　

・
　

・
　

・

父

親

も

育

児

に

積

極

的

に

参

加

す

・
　

・
　

一
　

●
　

●
　
・

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

父

親

の

仕

事

の

関

係

上

夜

遅

く

帰

宅

す

る

為

直

接

手

出

し

が

で

き

な

い

事

が

多

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

そ

れ

だ

け

が

育

児

参

加

と

い

う

訳

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

父

親

の

育

児

参

加

は

、

い

か

に

母

親

を

安

定

さ

せ

る

か

、

精

神

的

に

支

え

て

や

り

、

ど

っ

し

り

と

母

親

の

気

持

ち

を

受

け

と

め

て

や

る

こ

と

で

十

分

果

さ

れ

ま

す

。

子

供

の

事

で

母

親

か

ら

話

さ

れ

る

こ

と

を

聞

き

流

さ

ず

に

、

子

供

は

２

人

で

育

て

て

い

く

も

の

と

い

う

気

持

ち

で

接

し

て

下

さ

い

。
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第12回

広報よもぎた

10月31日～11月１日

村 民 祭
テーマ「ふれあい

そしてぬ くもり」

ア ト ラ ク シ ョ ン 出 演 者 プ ロ フ ィ ー ル

唄　　 菊　 池　 鐵　 男　 第28 代青森県民謡王座

第４回日本民謡大賞最優秀賞

11　　　丸　 岡　 美津弘　 第32 代青森県民謡王座

17　　　八　 戸　 美奈子　 第39 代　　　 μ

● 第13 回 日本民謡大賞最優秀賞

三味線　長谷川　 裕　 二　 日本コロンビアレコード専属
l
津軽三味線長谷川流家元

長谷川三 紘会　　 郷土民謡協会全国大会

社中　 器楽部優秀賞受賞

踊　　 宗家石川流　　　 郷土民謡協会団体踊の部優勝

石川義衛社中　 手踊名 人位団体優勝

司　 会　 瀬　 川　 さとし　 な゙ まるが勝ち､､でおヽ なじみ

名調子

場　所　蓬田中学校体育館及び農業者トレーニ

ングセンター

産業展　品評会、生産物・製作品等の展示場を

設置する

健康展　家庭看護用品の展示、作品展、即売会、

歯の健康相談コーナー、食品改善コー

十一、健康クイズ

文化展　文芸展、コレ クション展、手芸、クラ

フト展、写真展、発明工夫展、陶芸展、

盆栽展、文化財展、生け花展

川柳の募集

村民祭に展示する川柳を募集します。

題は自由です。

色紙に書いて展示してくれます。

応募締切りは10月26日まで。

応募先は教育委員会社会教育課まで。

トレーニングセンターでは、婦人会のみなさ

んによる食堂の他、たくさんの催し物がありま

す。

ご家族で、ぜひご来場ください。

日
本
の
米
を

守
る
た
め

お
米
は
、

全
量
農
協
へ

出
荷
し
ま
し
ょ
う
／・

エ

ビ

ネ

の

話
し

、
し

ま
せ

ん

か
／
・

エ

ビ
ネ
同
好
会
会
員
募
集

連
絡
先
　
蓬
田
村
役
場
内

ａ
二
七
－

二
一
一
一
　
内
二
五
一

坂
　
本
　
万
　

蔵

行事予定●　10

ワ ー プ ロ 教 室 （ 中 級 ）

生 徒 募 集 ／

･・11月２日㈲から毎週火・木曜日に10回開

催します。

●・時間は、18 : 30から20 : 30まで

S･･参加資格　中央公民館が開催した初級を

受講した方

S･・定　　員　15名

･・参 加 費　660円

･・申 込 先　中央公民館へ電話でも可

･･･締 切 り　10 月28日



私
か
ら
あ
な
た
へ
６

く
じ
・
る
み
こ
　
久
慈
る
み
子
・
広
瀬

一
緒
に
太
鼓
叩
き
ま
せ
ん
か
！

広報よもぎた

今

回

は

、

久

慈

る

み

子

さ

ん

の

登

場

で

す

。

久

慈

さ

ん

は

、
玉

松

太

鼓

愛

好

会

で

活

躍

し

て

い
ま

す

。

中

学

校

理

科

教

育

研

究

大

会

の

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

で

玉

松

太

鼓

を

披

露

し

た
直

後

に
取

材
し

ま
し

た
。

「

少

し

間

違

え

ち

ゃ

っ

た
／
・
何

十

回

も

叩

い
て

い

る

の

に

、
玉

松

太

鼓

が
苦

手

、
他

の

曲

は

い

い

ん

だ

け

ど

ネ

」
と

、
息

を

彈

ま

せ

な

が

ら

話
し

て

く

れ
ま

し

た

。

（
総

称

、

玉

松

太

鼓

に

は

、
は

ま

な

す

太

鼓

、

大

漁

太

鼓

、

ざ

な

ぶ
り

太

鼓

、
王

※
次
回
登
場
予
定
者
は

泉
谷
ち
ゑ
子
さ
ん
で
す
。 松

太

鼓
の
四
曲

あ
る

）
「
村
民

の

み

な
さ
ん

が
、
太
鼓
の
音
を
聞

い

て

、
あ
れ
は
玉
松

太
鼓

だ
、
と
分

か
る
ぐ

ら

い
ま

で
広
め
た

い
。

ま

た
、
こ
の
玉

松

太
鼓
を
末
代
ま

で

伝
承

で
き
れ

ば
と
思

う
」

と
目

を

輝

か
せ
て
話
し
て

く
れ
ま
し

た
。

お
子

さ
ん
は
育

代
ち
ゃ
ん

（
小

三

）
あ

か
り
ち

ゃ
ん
（
小
二

）
の

女

の
子
二

人
。
趣

味
で
服
を
作

っ

て

ば
子

ど
も
に
着

せ
て

い
る
、
も

う
少
し

腕

が
上
達
し

た
ら
自
分

の

服

に
も
挑
戦
し

た
い
と
か
。
ま
た

、

久
慈

さ
ん
は

、
中

学
校
、
高
校

と

器

械
体
操
を
続
け

県
大
会
三
位

と

い
う

実
績
の
持

ち
主
「
若

い
頃

は

、

子

ど
も

が
大
き

く
な
っ
た
ら
平

均

台
や

マ
ッ
ト
運
動

と
か
一
緒

に
や

り

た
い
と
思
っ
て

い
ま
し

た
が
、

今
で

は
ち
ょ
っ

と
無

理
・
…

理

想

と
現

実
は
違

い
ま
す

ね
」

と
明
る

く
話
す

。

村

交
通
安
全
毋

の
会
で
活
躍
し

て
八

年
。
ま

た
、
生
涯
学
習

ふ
る

さ

と
学
級
で
は
実
行

委
員
を
努

め

て

い
ま
す
。

最

後
に
蓬
田
村

に
つ

い
て
尋

ね

る

と
「
村
で
子

ど
も
の
数
は

減
っ

て

い
ま
す

が
、
少

な
け
れ

ば
少

な

い
程
、
よ
り
、
ひ

と
り
ひ

と
り

の

子
供

に
目
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
、

よ

い
芽
を
伸

ば
せ

る
ん
じ
ゃ

な
い

か
な
。

情
緒
豊
で

魅
力
の
あ

る
人

に

、
地
域
に

、
そ

れ

が
住
み

た
い

村

づ
く
り
に
通
じ

る
ん
じ
ゃ
な

い

か
な
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し

た
。

毎
週

金
曜
日

、
村
児
童
館
で
気

の
合
う

仲
間
で
行
う

太
鼓

の
練

習

が
楽
し

み
と
言
う

久
慈
る
み
子

さ

ん
で
し

た
。

８ 月20日、玉 松台で慰霊祭

が行 われ まし たが祭壇に灯し

たロウソ クのな だれが、どこ

かしら観音様に似 てい ると話

題になり ました。 縁起がよい

とか御利益があ るとか ？

いずれにしろ神聖 な霊 が眠る

聖地での出来事。

この写真は欲しい方 には差

し上げてい ます。希望 する方

は広報係にご連 絡ください。

10 月行 事予定 表
31 30  27  27  26  24  23  22  21  20  19  18  16  13  12 9　6　5　2 日

陶
芸
教
室

書

道
教
宗

陶
芸
教
家

書

道
教
察

陶
芸
教
室

蓬
中
祭

書

道
教
室

陶
芸
教
京

献

血
日
　

９
時

～
1
6時

ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
落
成
式

陶
芸
教
室

ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

書
道
教
令

陶

芸
教
室

股
脱
健
診
　
９
時
～
中
央
公
民
館

陶

芸
教
室

村
民
祭
　
Ｈ
川
１
日
ま
で

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事

担
　
　
　
　
当

中

央

公

民

館

蓬

田

中

学

校

中

央

公

民

館

民
　
　

生
　
　

課

ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

中

央

公

民

館

ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

中

央

公

民

館

民
　
　

生
　
　

課

巾

央

公

民

館
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け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
　
⑩

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

日
本
輸
出
入
銀
行

管
理
部
第
一
課
主
任

小
　
畑
　
哲
　
郎
さ
ん

蓬
田
村
制
百
周
年
心
よ
り
お
祝

い
申
上
げ
ま
す
。

私
も
度
々
帰
省
し
て
お
り
蓬
田

村
の
事
は
多
少
な
り
と
も
知
っ
て

い
た
積
も
り
で
す
が
、
村
勢
要
覧

を
拝
見
し

て
あ
ら

た
め
て

郷
土
の

発
展

を
身
近
に
感
じ
た
次
第
で
す
。

こ
れ
も
ひ

と
え

に
村
民

の
英
知

を
結
集

し
努
力

さ
れ
た
賜
物

と
心

か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

今
年
八
月
、
三

十
六
年
振
り

に

蓬
田

中
学
校
同

期
会
に
出
席
す

る

事
が
出
来
今
で

も
感
激
し
て

お
り

ま
す

。
育
ん
で

く
れ
た
先
生

方
と

の
会
話

が
彈

む
に
つ
れ
て
中

学
校

時
代

過

ご
し

た
頃

が
走
馬
燈

の

ご

と
く
甦
り
思

わ
ず
心
の
興
奮

を
覚

え
ま
し

た
。

夜
遅
く
迄
酒

を
酌
み
交

わ
し

な

が
ら
語
り
あ

っ
た
学
友
達

も
中
学

時

代
か
ら
変

わ
ら
ぬ
人

、
長

い
時

間

を
か
け
て

も
思

い
出
せ

な
い
人

も
い
ま
し

た
が
、
し

か
し

年
齢
的

に
も
家

長
と
し
て

の
自
信
あ

ふ
れ

る
顔

々
を
拝
見
で

き
た
こ

と
を
思

う

と
今
年
蓬
田

へ
の
帰
郷
は
人

生

一
生

の
思

い
出

と
思

っ
て

お
り

ま

す
。私

は
政
府

の
金

融
機
関
で
あ
る
、

日
本

輸
出
入
銀
行

と

い
う
所

の
職

員
で
す

。
一
般

の
人
は
あ
ま
り

馴

染
み

の
な

い
銀
行

か
と
思
い
ま
す
。

内
容

は
複
雑
で
す

が

Ｉ
囗
言
言
え

ば
日
本

の
国

が
外
国

へ
低
利

で
お

金

を
貸
し
出
寸

銀
行
で
す
。

輸
銀

の
仕
事
上
Ｖ
Ｉ
Ｐ

に
接
す

る
機
会

が
多

く
馴

れ
て

い
る
と
は

い
え
行

く
先

々
で
緊
張

致
し
ま
す
。

特

に
外
国

か
ら
、
国
賓

と
し

て

来
日

す
る
大

統
領
や
首
相

を
迎
賓

館

へ
表
敬
訪

問
す

る
時
な

ど
は
緊

張

の
連
続
で
す
。

ま
た
、
皇
居

で

行
わ

れ
る
宮
中

晩
餐
会
の
時

な
ど

は
特

に
失
敗
は
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で

も
今
迄
大
過

な
く
過

ご
し

て
こ
ら

れ
た
の
も

津
軽
の
厳
し

い

風
土

が
育
て
て

く
れ
た
も

の
と
感

謝
致
し

て
お
り

ま
す
。
人
生
五

十

余
年

の
う

ち
東
京

生
活
の
方

が
永

く
な
り

ま
す

が
、
ふ
る
さ

と
は

い

つ
も
心

の
中

に
あ
り
東
京
育

ち
の

妻
や
二

人
の
子

供
達
は
時

々
の
蓬

田
行

を
と
て
も

楽
し

み
に
し

て

い

ま
す
。
最

後
に
蓬
田

村
の
益

々
の
発
展

と
村

民
皆
様

の
御
多
幸
を

お
祈
り

申
し
上

げ
ま
す
。

めも

･･･現住所／〒134 東京都江戸川区東葛西

５丁目13-1 -405/2503―3675―5754 ･生

年月日／昭和15年10月14日／●･出身／広

瀬／小畑清実氏弟●･家族構成／妻・久恵

・長女・みゆき・長男・哲人●･好きなも

のノスポーツ（ゴルフ、水泳）･･･経歴／

青森市立第一高等学校卒（昭和34年３月）

／オリエントリース（株）（現、オリッ

クス）入社（昭和36年）／日本輸出入銀

行入社（昭和48年）～現在に至る。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

人口と世帯数
(８月31日現在)

総人口4,053 人

男　1,931 人
女　2,122 人

世帯数1,052 世帯

８月受付分

お誕生おめでとうございます

小 松　 千 峰

てつろう越 田　 徹 郎

あ　き　な山 谷 暁 希 奈

青 木　　 彩

沼 田　 恵 李

則　雄

功美子

希　悦

ゆき子

松　雄

庚代子

七　一

恵　子

秀　樹

冨士子

二　 女

長　 男

長　女

長　女

二　女

おくやみ申し上げます

倉谷マサ子（阿弥陀川　52筬）

村上　 富治（蓬　田　64 歳）

飯田松三郎（㈲辺地　73 歳）

工藤　正勝（中　沢　72 歳）

吉田　清光（中　沢　62 歳）

▼

訂

正

と

お

詫

び

▲

先
月
号
の
「
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
青

木
惠
さ
ん
の
読
み
が
な
が

。め
ぐ

め
″
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

″め

ぐ
み
”
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
お
知
ら
せ

村
内
の
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
等
の

会
員
募
集
も
広
報
に
掲
載
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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